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Ⅰ　

は
じ
め
に

　　

本
稿
の
課
題
は
、
北
海
道
が
改
修
・
維
持
管
理
し
て
い

る
道
道
の
整
備
効
果
に
関
し
て
、
道
道
仁
別
大
曲
線
と
、
道

道
北
檜
山
大
成
線
を
事
例
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

道
路
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
般
道
路
に
大
別
さ
れ

る
。
積
雪
寒
冷
地
帯
で
あ
っ
て
広
域
分
散
型
の
社
会
構
造

を
地
域
特
性
と
す
る
北
海
道
に
お
い
て
は
、
高
規
格
幹
線

道
路
は
よ
り
迅
速
に
、
よ
り
安
全
に
、
そ
し
て
よ
り
快
適

に
移
動
す
る
と
い
う
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
度
化
を
実
現
す

る
う
え
で
、
必
要
不
可
欠
な
社
会
資
本
で
あ
る
。
ち
な
み

に
高
規
格
幹
線
道
路
は
、
高
速
自
動
車
国
道
と
一
般
国
道

自
動
車
専
用
道
路
が
主
体
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
高

速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路

が
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
含
ま
れ
る
。

　

北
海
道
の
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
状
況
（
二
〇
二
〇

年
三
月
末
時
点
）
は
総
延
長
一
一
八
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
そ
の
内
訳
を
見
る
な
ら
ば
、
高
速
自
動
車
国
道
七

八
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
二
八

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般

国
道
自
動
車
専
用
道
路
一
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

高
規
格
幹
線
道
路
に
関
し
て
は
、
北
海
道
を
除
く
全
国
の

開
通
率
八
六
％
に
対
し
て
、北
海
道
は
六
五
％
で
あ
る（
北

海
道
開
発
局
、『
道
路
事
業
概
要
二
〇
二
〇
』）。

　

他
方
、
一
般
道
路
は
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市

町
村
道
に
分
類
さ
れ
、
都
道
府
県
道
は
主
要
地
方
道
と
一

般
都
道
府
県
道
に
分
け
ら
れ
る
。
北
海
道
（
二
〇
一
八
年

四
月
一
現
在
）
は
、一
般
国
道
六
三
六
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

都
道
府
県
道
一
万
一
八
七
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
主
要
地
方

道
四
五
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
一
般
都
道
府
県
道
七
三
一

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、市
町
村
道
七
万
一
一
〇
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
（
国
土
交
通
省
、『
道
路
統
計
年
報
二
〇
一

九
』）。
要
す
る
に
、
一
般
道
路
約
九
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
、道
道
は
約
一
万
二
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

鉄
道
網
が
衰
退
し
て
い
く
状
況
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、

高
規
格
幹
線
道
路
網
整
備
に
よ
る
道
央
・
道
南
・
道
東
・

道
北
の
四
圏
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
焦
眉
の
急
で
あ
る

こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
は
無
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
北
海
道
の

道
路
整
備
課
題
と
言
え
ば
、
高
規
格
幹
線
道
路
整
備
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

そ
の
上
で
、高
規
格
幹
線
道
路
や
一
般
国
道
と
の
接
続
・

補
完
を
通
し
て
よ
り
一
層
効
果
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
市
町
村
道
と
の
連
携
を
通

し
て
よ
り
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
産
業
基
盤
や
生
活
基
盤
を
支
え
る

道
道
の
機
能
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
、筆
者
は
考
え
る
。

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
言
う
ま
で
も
な
く
、
道

道
も
各
々
求
め
ら
れ
る
優
先
的
機
能
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、

都
市
部
の
事
例
と
し
て
一
般
道
道
仁
別
大
曲
線
を
、
地
方

部
の
事
例
と
し
て
一
般
道
道
北
檜
山
大
成
線
を
そ
れ
ぞ
れ

取
り
上
げ
て
、
道
道
機
能
の
重
要
性
と
整
備
効
果
に
つ
い

て
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　

Ⅱ　

一
般
道
道
仁
別
大
曲
線

　　

道
央
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
体
系
調
査
協
議
会
は
、
第

四
回
道
央
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
踏
ま
え
て
、

都
市
交
通
施
策
に
お
け
る
ハ
ー
ド
施
策
の
一
つ
に
「
骨
格

道
路
網
」
の
強
化
を
提
示
し
た
（
道
央
都
市
圏
総
合
都
市

交
通
体
系
調
査
協
議
会
「
道
央
都
市
圏
の
都
市
交
通
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
二
〇
一
〇
年
三
月
）。
具
体
的
に
は
「
２

高
速
・
３
連
携
・
２
環
状
・
１
３
放
射
道
路
」
に
よ
る
骨

格
道
路
網
の
形
成
で
あ
る
。
既
存
道
路
に
重
点
的
な
整
備

や
部
分
的
な
改
良
を
お
こ
な
っ
て
、
骨
格
道
路
網
実
現
を

道
道
の
整
備
効
果
に
関
す
る
一
考
察

　
― 

仁
別
大
曲
線
お
よ
び
北
檜
山
大
成
線
を
事
例
と
し
て 

―
平　

岡　

祥　

孝
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い
。
渋
滞
損
失
時
間
と
は
、
自
由
走
行
が
可
能
な
状
態
か

ら
の
遅
れ
で
、
利
用
者
が
損
失
し
て
い
る
時
間
の
総
計
で

あ
る
（
渋
滞
損
失
時
間
算
定
方
法
の
詳
細
な
説
明
に
つ
い

て
は
、
紙
幅
の
制
約
も
あ
っ
て
省
略
し
た
い
）。

　

一
般
国
道
三
六
号
線
と
仁
別
大
曲
線
と
の
交
差
点
に
お

け
る
損
失
時
間
、
す
な
わ
ち
交
差
点
に
流
入
す
る
区
間
で

発
生
し
て
い
る
損
失
時
間
を
見
て
み
た
い
。
整
備
以
前
の

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
度
で
は
七
三
四
千
人
時
間
／

年
で
あ
っ
た
（
国
土
交
通
省
、『
平
成
二
二
年
度
道
路
セ
ン

サ
ス
』）。
札
幌
市
を
除
け
ば
、
交
差
点
損
失
時
間
順
位
で

は
一
位
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
整
備
後
は
二
六
七
千
人

時
間
／
年（
北
海
道
建
設
部
資
料
）と
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

一
定
の
整
備
効
果
が
確
認
さ
れ
る
。

　

た
だ
な
お
、
渋
滞
ピ
ー
ク
時
に
お

い
て
は
、
左
折
滞
留
車
両
に
よ
っ
て

後
続
直
進
・
右
折
車
両
へ
の
阻
害
が

発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
〇

二
〇
（
令
和
二
）
年
度
末
を
目
途
に

交
差
点
の
改
良
（
左
折
滞
留
長
の
延

伸
）
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
当

該
交
差
点
が
改
良
さ
れ
た
後
は
、
札

幌
方
面
の
車
線
で
の
通
行
が
円
滑
に

な
り
、
渋
滞
箇
所
の
指
定
解
除
も
視

野
に
入
る
。

　

第
二
に
、
北
広
島
市
自
体
も
仁
別

大
曲
線
の
整
備
効
果
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
た（
図
２
参
照
）。
ま
ず
、

大
型
商
業
施
設
（
イ
ン
タ
ー
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
大
曲
、
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
札
幌
北
広
島
）
へ
の
ア
ク
セ

ス
利
便
性
が
高
ま
り
、
商
圏
が
事
実

上
拡
大
し
た
と
推
察
で
き
る
。次
に
、

企
業
立
地
が
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、

工
業
団
地
の
地
価
も
上
昇
し
た
の
で

あ
る
。仁
別
大
曲
線
周
辺
に
は
現
在
、

北
広
島
輪
厚
工
業
団
地
（
総
面
積
六

目
標
と
し
た
。
財
政
制
約
を
所
与
と
し
た
既
存
資
源
の
有

効
的
活
用
の
視
点
か
ら
、
機
能
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
政

策
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
一
般
に
道
路
網
と
は
、
高
規
格

幹
線
道
路
・
地
域
高
規
格
道
路
・
国
道
を
基
本
と
し
つ
つ
、

こ
れ
ら
を
補
完
す
る
道
道
・
市
道
に
つ
い
て
も
一
部
含
ま

れ
る
。
な
お
こ
こ
で
言
う
骨
格
道
路
網
と
は
、
市
町
村
間

を
連
携
す
る
道
路
網
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
道
道
仁
別
大
曲
線
の
整
備
は
羊
ケ
丘
通
の
延
伸
で

あ
る
（
図
１
参
照
）。
札
幌
市
内
の
羊
ケ
丘
通
は
外
環
状

道
路
に
含
ま
れ
、
北
広
島
市
内
の
羊
ケ
丘
通
（
仁
別
大
曲

線
）は
１
３
放
射
道
路
に
含
ま
れ
る
。
羊
ケ
丘
通
は
従
来
、

道
央
都
市
内
交
通
の
分
散
と
交
通
混
雑
解
消
を
目
的
と
し

て
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

仁
別
大
曲
線
は
、
北
広
島
市
仁
別
を
起
点
し
、
国
道
三

六
号
線
と
の
交
差
点
を
終
点
と
す
る
幹
線
道
路
で
あ
る
。

本
整
備
事
業
の
目
的
は
、
①
北
広
島
大
曲
地
区
の
国
道
三

六
号
線
と
、
現
在
の
道
道
仁
別
大
曲
線
お
よ
び
道
道
栗
山

北
広
島
線
が
交
差
す
る
「
大
曲
交
差
点
」
に
お
け
る
、
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
の
軽
減
を
図
る
こ
と
、
②
沿
線
に
位
置

す
る
大
曲
工
業
団
地
、
北
広
島
工
業
団
地
へ
の
ア
ク
セ
ス

強
化
、
③
道
央
都
市
圏
の
幹
線
道
路
網
の
形
成
を
図
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
事
業
箇
所
は
、
六
車
線
区
間

〇
・
七
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
四
車
線
区
間
一
・
九
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
合
わ
せ
た
二
・
七
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

総
事
業
費
約
七
一
億
円
で
あ
っ
た
（
北
海
道
建
設
部
）。

　

二
〇
一
八
（
平
成
二
九
）
年
三
月
三
〇
日
に
、
仁
別
大

曲
線
は
バ
イ
パ
ス
事
業
と
し
て
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

そ
の
整
備
効
果
と
し
て
、
第
一
に
、
主
た
る
事
業
目
的
で

あ
っ
た
交
通
渋
滞
軽
減
が
実
現
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
「
渋
滞
損
失
時
間
」
で
検
証
し
て
み
た

図１
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〇
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
大
曲
工
業
団
地
（
七
二
・
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
）、
大
曲
新
工
業
団
地
（
総
面
積
三
三
・
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
）、
大
曲
第
３
工
業
団
地
（
総
面
積
五
〇
・
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
立
地
し
て
い
る
。　
　

　

た
と
え
ば
、
北
広
島
輪
厚
工
業
団
地
の
売
却
率
の
推
移

を
見
て
み
よ
う
。
北
広
島
輪
厚
工
業
団
地
は
平
成
二
三
年

七
月
に
造
成
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
一

四
（
平
成
二
六
）
年
一
二
月
に
完
成

し
て
い
る
。
二
〇
一
二（
平
成
二
四
）

年
度
の
売
却
率
は
わ
ず
か
五
％
で

あ
っ
た
が
、
整
備
が
完
了
し
た
二
〇

一
六（
平
成
二
八
）年
度
で
は
九
三
％

ま
で
急
激
に
上
昇
し
、二
〇
一
八（
平

成
三
〇
）
年
度
で
は
九
七
％
と
な
っ

た
（
北
広
島
市
「
事
務
事
業
評
価
資

料
」）。

　

次
に
、大
曲
工
業
団
地
三
丁
目（
工

業
地
）
の
地
価
の
推
移
を
紹
介
し
た

い
。
平
成
二
六
年
度
で
は
一
万
一
五

〇
〇
円
／
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た

地
価
は
、
整
備
が
完
了
し
た
二
〇
一

六
（
平
成
二
八
）
年
度
以
降
は
上
昇

し
続
け
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）

年
度
で
は
一
万
三
五
〇
〇
円
／
平
方

メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
二
〇
一
九
（
令

和
元
）
年
度
で
は
一
万
五
五
〇
〇
円

／
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
（
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
土
地
総

合
情
報
シ
ス
テ
ム
」）。こ
の
よ
う
に
、

仁
別
大
曲
線
の
整
備
は
、
北
広
島
市

の
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

Ⅲ　

一
般
道
道
北
檜
山
大
成
線

　　

北
檜
山
大
成
線
は
、
せ
た
な
町
北
檜
山
地
区
か
ら
太
櫓

地
区
、
太
田
地
区
を
経
由
し
て
大
成
区
に
至
る
延
長
約
三

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
一
般
道
道
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
北
檜

山
大
成
線
は
、
台
風
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
通
行
不
能
と

な
り
、
集
落
が
た
び
た
び
孤
立
化
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。

せ
た
な
町
は
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
、
瀬
棚
町
、

北
檜
山
町
、
大
成
町
の
三
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。
こ

の
北
檜
山
大
成
線
の
う
ち
、
起
点
の
せ
た
な
町
北
檜
山
区

新
成
か
ら
終
点
の
せ
た
な
町
大
成
区
太
田
ま
で
の
九
・
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
発
道
路
に
指
定
さ
れ
て
、
整
備
が
行

な
わ
れ
た
（
図
３
参
照
）。

　

本
整
備
事
業
の
目
的
を
筆
者
な
り
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、

①
交
通
不
能
区
間
を
解
消
す
る
こ
と
、
②
災
害
発
生
時
の

道
路
寸
断
で
孤
立
化
す
る
集
落
を
解
消
す
る
こ
と
、
③
地

域
経
済
を
支
え
る
と
と
も
に
地
域
生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
で
あ
っ
た
（
北
海
道
開
発
局
、『
一
般
道
道
北
檜
山
大

成
線
再
評
価
原
案
準
備
書
説
明
資
料
』）。
な
お
総
事
業
費

は
約
二
〇
億
円
で
あ
っ
た
（
北
海
道
建
設
部
）。
当
該
整

備
対
象
区
間
は
二
〇
一
三（
平
成
二
五
）年
度
に
開
通
し
た
。

　

整
備
効
果
と
し
て
第
一
に
、
大
成
区
太
田
地
区
か
ら
医

療
施
設
（
せ
た
な
町
国
保
病
院
）
ま
で
の
移
動
時
間
が
短

縮
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
整
備
前
で
は
所
要
時
間

は
約
四
三
分
で
あ
っ
た
が
、
整
備
後
は
同
約
二
九
分
と
な

り
、
約
一
四
分
短
縮
さ
れ
た
（
国
土
交
通
省
、『
平
成
二

七
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
』）。
市
町
村
合

併
に
と
も
な
っ
て
、
せ
た
な
町
大
成
区
で
は
、
二
〇
〇
七

（
平
成
一
九
）
年
四
月
に
地
区
唯
一
の
国
保
病
院
が
診
療

所
と
な
り
、
地
域
住
民
は
せ
た
な
町
国
保
病
院
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

第
二
に
、
北
檜
山
区
新
成
地
区
お
よ
び
大
成
区
太
田
地

区
は
、
被
災
時
に
二
方
向
へ
の
避
難
が
可
能
と
な
り
、
災

害
時
避
難
計
画
の
確
実
性
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

図２
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地
域
住
民
の
命
を
守
る
、
す
な
わ
ち
地
域
社
会
の
安
全
・

安
心
を
担
保
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
整
備
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

次
に
、
産
業
基
盤
を
支
え
る
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
ま

ず
、
地
元
水
産
品
の
流
通
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
。
せ
た

な
町
北
檜
山
区
か
ら
せ
た
な
町
大
成
区
に
か
け
て
の
沿
岸

地
域
は
、
ノ
リ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
高
付
加
価
値
の
魚
種
に
お

い
て
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
当
日
漁
獲
し
た
ス
ル
メ
イ
カ
は
、
北
海
道
横
断

自
動
車
道
を
利
用
し
て
札
幌
卸
売
市
場
に
輸
送
さ
れ
て
き

た
。
当
該
開
発
道
路
区
間
の
整
備
に
よ
っ
て
、
北
檜
山

大
成
線
は
物
流
ル
ー
ト
と
し
て
機
能
強
化
が
図
ら
れ
た

結
果
、
大
成
区
太
田
地
区
か
ら

も
国
道
二
三
〇
号
線
を
経
由
し

て
、
国
縫
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

利
用
で
、
当
日
出
荷
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

観
光
振
興
で
は
、
奥
尻
島
が

浮
か
ぶ
日
本
海
を
眺
望
で
き
る

景
観
を
満
喫
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
。「
北
海
道
最
西
端
の

地
」
で
あ
る
尾
花
岬
な
ど
の
景

勝
地
を
通
過
す
る
だ
け
で
な

く
、
歴
史
的
に
由
緒
あ
る
霊
場

の
太
田
神
社
参
拝
の
利
便
性
も

高
ま
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

函
館
か
ら
小
樽
ま
で
の
日
本
海

沿
岸
の
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
で
あ

る
「
追
分
ソ
ー
ラ
ン
ラ
イ
ン
」

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
の
点
を
、
せ
た
な
町
へ
の

観
光
入
込
客
数
の
推
移
で
確
認

し
て
お
こ
う
。
二
〇
一
三
（
平

成
二
五
）
年
度
で
は
、
二
〇
万

三
七
〇
〇
人
で
あ
っ
た
観
光
入

込
客
数
は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
度
に
は
二
三
万

一
三
〇
〇
人
に
増
加
し
て
い
る
（
北
海
道
経
済
部
、『
観

光
入
込
数
調
査
報
告
書
』）。
交
流
人
口
・
滞
在
人
口
の
増

加
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
と
り
わ
け
大
成
市
街
地
の
活
性

化
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

Ⅳ　

お
わ
り
に

　　

以
上
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
を
支
え
て
い
く
道
道
の
役

割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
道
央
都
市
圏
の
幹
線
道
路
網

の
形
成
は
、
道
都
札
幌
の
都
市
機
能
の
強
化
と
と
も
に
、

主
と
し
て
経
済
活
動
面
か
ら
札
幌
圏
全
体
の
潜
在
的
競
争

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。
他
方
、
地
方
に
お

い
て
は
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
有
用
と
な
る
整
備

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
北
檜
山
大
成
線
の
整
備
に
よ
っ

て
、
北
檜
山
地
区
と
大
成
地
区
が
一
体
と
な
っ
た
結
果
、

広
域
合
併
後
の
基
礎
自
治
体
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、ゴ
ミ
収
集
な
ど
）の
効
率
化
も
図
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
路
線
統
合
に
よ
る
バ
ス
路
線
の
効
率
化
が
期
待

で
き
る
と
と
も
に
、
新
規
路
線
の
運
行
可
能
性
も
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
口
減
少
高
齢
化
が

進
行
す
る
地
域
に
あ
っ
て
は
、
交
通
弱
者
に
優
し
い
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

最
後
に
、
財
政
制
約
を
所
与
と
し
た
昨
今
の
状
況
下
の

あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
既
存
資
源
の
有
効
的
活
用

の
視
点
に
立
脚
し
て
、
地
域
を
支
え
る
道
道
の
整
備
に
は

地
域
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
、

と
筆
者
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

＜

ひ
ら
お
か　

よ
し
ゆ
き
・
札
幌
大
谷
大
学
社
会
学
部
教
授＞

図３


